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現在、デッキクレーン搭載船の稼働率は高く、従来にも増してデッキクレーンを使用した荷役頻度が高く 

なっております。 

特に、インド、中国などの地域におけるグラブバケットを使用した荷役では、高頻度、高サイクル、高負荷

といった非常に厳しい荷役条件の下で荷役が行われていることが窺われます。 

 

［昨今のグラブバケットを使用した荷役状況の変化（事例）］   

① 一航海での、多港荷役によるデッキクレーン稼働率の上昇 

② グラブバケットを使用した高サイクル、長時間連続運転の増加 

③ 沖バージを使用した荷役機会の増加 

 

このような荷役形態の変化により、一般的なフック荷役と比較して、グラブバケット荷役では、クレーンの 

荷重負荷装置（巻上減速機、旋回減速機、ジブ、ワイヤ、滑車等）のダメージ発生リスクが高まって 

います。具体的な機械ダメージ例としては、次のようなものがあります。 

 
装置・機器 ダメージ内容 ダメージ発生の推定要因 

巻上減速機 内部軸受け異常摩耗 ・過大荷重によるベアリング面圧上昇 

・潤滑油性能劣化によるベアリング転動面の油膜切れ 

旋回減速機 内部キャリア破損 ・斜め引きによる旋回トルクの異常上昇 

構造物 ジブ曲損 ・斜め引きによる横方向外力の異常上昇 

吊り具 ワイヤ脱落＆滑車損

傷 

・ジブ先端滑車 ⇒斜め引きによる横荷重 

・ポスト頂部  ⇒ラフハンドリングによるジャンプ 

 

グラブバケットを使用した荷役に対して、「グラブ荷役デッキクレーンに対する保守点検項目及び 

運転上の注意事項」を完成図書に掲載するとともに、注意銘板を運転室へ貼っています。より安全に長期

にわたってクレーンをご使用頂くために、次の点について、保守点検項目、運転上の注意事項をより 

いっそう徹底して頂くことをお願い申し上げます。 

 

1. ご注意して頂きたい事項 

(1) グラブバケット荷役での衝撃荷重、異常荷重による過負荷作用について 

グラブバケット荷役では、「バケットの掴み⇒地切り時に衝撃荷重が作用」します。 

デッキクレーンには、巻上装置に過負荷保護装置として「油圧安全弁」を設置しておりますが、この 

安全弁は巻上時の過負荷保護を行うものであり、俯仰、旋回による異常荷重を制限できるものでは 

ありません。 

特にグラブバケットを使用した荷役においては、異常なグラブ姿勢（横転、埋没等）からの事態回避の

ために、俯仰、旋回操作を行うことは非常に危険です。 

その意味からも、「グラブバケット荷役時の制限荷重」を遵守していただくともに、運転者への指導、 

注意呼びかけを行って下さい。 

 

(2) 潤滑油の日常管理の徹底、並びに潤滑油早期交換の推奨 

デッキクレーンの巻上装置、俯仰装置、旋回装置には、遊星歯車減速機が装備されています。 

これらの遊星歯車減速機には、潤滑油（ギアーオイル）が充填されていますが、この過酷なグラブ 

バケット荷役条件により、潤滑油の性能劣化が加速されるため、弊社では、グラブバケット荷役が 

行われる場合の潤滑油の点検、交換インターバルを次のように定めております。 

グラブバケット荷役における減速機潤滑油のメンテナンス方法につきまして再度ご確認いただくと共に 

定期的な管理を励行いただけますようお願い申し上げます。 
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    <潤滑油点検、交換のインターバル> 

項目 インターバル ポイント（＊） 

点検 6 ヶ月ごと 油の汚染度を目視で確認する 

新油交換 1 年ごと（又は 2000H） 潤滑油に汚れ、変色、劣化等の異常

が見られた場合には、速やかに新油と

交換 

 

 <具体的な潤滑油の点検ポイントについて> 

チェック事項 確認内容 判定目安 

LO の量 油面 油面ゲージに対して正しいレベルか 

LO の色相(※1) 色、透明度を観察 黒褐色になる前に交換 

LO の粘度 新油と手触り比較 新油と比較して明らかに粘度が落ちて

いれば新油交換 

LO 内の金属粉、異物の

介在 

サンプリングの状態観察 金属粉や異物があれば、新油交換 

LO の分析 客観的な定量分析 定期的に分析に出し評価 

※潤滑油の色相については、添付資料６を参照してください。 

 

(3) 合成油タイプ潤滑油の推奨 

グラブバケット荷役などの過酷な条件で運転される場合は、減速機の潤滑油は、「一般的な鉱物油」 

よりも「潤滑油の温度特性の向上を図った合成油」を使用することを推奨申し上げます。 

合成油としましては、まだすべての油脂メーカで合成油の品揃えは出来ていない状況ではあります

が、現在推奨可能な合成潤滑油を「添付資料：油圧甲板機械・油圧デッキクレーン用油銘柄一覧表」

に示しております。 

 

 

2. 注意銘板の追加   

貴ご所有船（既納機）に対しましては、この度追加銘板を同封致しておりますので、「添付資料：注意 

銘板貼り付け位置」に従って、御本船にて貼り付けいただきます様宜しくお願い申し上げます。 

 

添付資料１：現状の注意銘板（4 種類） 

添付資料２：注意銘板貼り付け位置   

添付資料３：過負荷に対する注意銘板（追加銘板） 

添付資料４：潤滑油に関する注意銘板（追加銘板） 

添付資料５：合成油推奨銘柄表 

添付資料６：密閉歯車用潤滑油の色相について 

 

なお、本件お問い合わせにつきましては、下記の弊社甲板機械サービス窓口へお気軽に御用命ください。 
 

三菱重工業株式会社 下関造船所 
機械営業部 原動機営業グループ  

サービス窓口 
（担当：後河内、田辺、藤村） 

TEL 083-267-7094 
FAX 083-266-8173 
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                MITSUBISHI  DECK CRANE                                                          グラブ荷役ﾃﾞｯｷｸﾚｰﾝに対する保守点検項目及び運転上の注意事項
                                                               Maintenance and Inspection/Instructions to be followed in operation for Deck Crane with a grab bucket                          
   保   守   点   検   項   目                   (The inspection items and instructions described below shall be practiced as the operation is very severe for grab handling use.)
Maintenance and inspection

項目 周期 保守点検内容 Points for check / Maintenance  
items to be checked intervals

ターンテーブルベアリング 毎日 ・取付ボルトについては、ハンマリングを行い緩みの有無を確認する。 ・Ｉｎｓｐｅｃｔ the fastening bolts for looseness by hammering .
 turn table bearing Everyday ・ターンテーブル軸受部の給脂は運転時毎日行う。 ・Ｗｈｅｎ operate the crane , supply grease to turntable bearing ( T.T.B ) every day . 

  グリースは固体潤滑剤入グリースを使用すること。   Use of grease with a solid lubricant . 
・内接歯車及びピニオン部へOGグリースを給脂する。（船体付固定ポスト内より） ・Supply O.G. grease to the inner gear tooth of T.T.B and pinions . ( from the inside of the fixed post )

油圧モータ・油圧ポンプ ６ヶ月 ・作動音、ケーシング温度、振動等に異常がないか確認する。 ・Check whether abnormal working noise , casing temperature , vibration etc. are found or not .
 oil motor , oil pump 6 months ・圧力、速度に異常がないか確認する。 ・Check whether abnormal oil pressure and the speed are found or not .

   ( 異常が認められたら早めに修理交換する）   ( If abnormal condition is found , repair or replace with new one . ) 

４年 ・開放点検を実施する。 ・Oil motors , pumps are to be inspected  ( overhaul ) .
4 years

ワイヤロープ 荷役前 ・ワイヤーの断線、キンク、型くずれ等の異常がないことを確認する。 ・Confirm that there are not abnormal conditions such as breakage ,kink and deformation of wire . 

 wire rope Before ・内部断線や錆による損傷等が発生する可能性があるため１０ヶ月毎(又は７００時間
※

）に新品 ・Replace with new wire rope every 10 months( or 700 hours
※

) because there is a possibility that
operating 　ワイヤーと交換する。    damage due to breaking of wire or rust may occur  . 

滑車及び滑車軸受 ６ヶ月 ・滑車フランジ部が変形又は、破損していないか確認する。 ・Check whether flange part of sheave is deformed or broken .
sheeve and sheeve bearing 6 months ・滑車溝部が極度に摩耗していないか確認する。 ・Check whether the grooved part of sheave is extremely worn away or not . 

  摩耗量が取替基準値を超えたものは新品に交換する。   When the grooved part is worn away over standard amount (  7mm .), replace with new one . 
   ( 異常が認められたら早めに修理交換する）   ( If abnormal condition is found , repair or replace with new one . ) 

フック ６ヶ月 ・摩耗 ( 断面積の15% ）、口開き、亀裂が生じていないか確認する。 ・Check whether abrasion ( about 15 % of sectional area ) , deformation or cracks arefound or not . 
hook 6 months  異常が発見されたら、新品に交換する   If looseming is found , replace with new one .

作動油 ６ヶ月 ・ラインフィルターの点検を２ヶ月（又は300時間）毎に行う。 ・Inspect line filter every 2 months ( or every 300 hours ) .  
working oil 6 months ・油の汚染度を目視にて確認する。 ・Inspect pollution of lubricating oil with eyes .  

・但し１年 （ 又は2000時間 ） 毎に新油と交換する。 ・Exchange the oil for new one every 1 year ( or 2000 hours ) .

潤滑油 ６ヶ月 ・油の汚染度を目視にて確認する。 ・Inspect pollution of lubricating oil with eyes .  
（巻上・俯仰ｳｲﾝﾁ、旋回減速機） 6 months ・但し１年毎に新油と交換する。 ・Exchange the oil for new one every 1 year  .
lubricating oil  ( hoisting 

and luffing winch､reduction 
gear of slewing devise)

ジブグースネック軸及び軸受 ６ヶ月 ・エンドプレートのボルトの緩みを確認する。 ・Check whether the loosening of the bolts for endplate or not .
 jib gooseneck shaft and 6 months   緩みが発見されたら増締めする。   If the loosening is found , tighten bolts seeurely .

bearing

運 転 上 の 注 意 事 項

1． 吊荷の斜め引きは絶対に避けること。 1. Do not pull the cargo slantly .
     斜め引き状態でクレーンを使用すると、ジブ本体、ジブグースネック部及びワイヤロープ等が損傷し、重大な    If crane is operated pulling slantly , it may cause damages to ｊｉｂ , gooseneck of crane jib  and wire ropes and will  
     人身事故につながる恐れがある。    result in death or serious personnel injury .

2． 強風下及び悪天候下での荷役は極力避けること。 （ 天候が回復するまで荷役を見合わせる ） 2. Do not operate the crane under a strong wind and bad weather circumstance . 
   (Stop cargo handling operation until weather become good . )

3． グラブ荷役時の制限荷重は必ず守ること。 3. Do not lift over capacity  when operate the crane with a grab bucket .  

4．  リリーフ弁の設定圧力を勝手に変更しないこと。 4. Do not change the setting pressure of relief valve without any reason . 

5．  バイパススイッチを ”ＢＹ－ＰＡＳＳ” に切り替えての荷役作業禁止 。 5. Do not operate the crane for cargo handling in "BYPASS" mode of bypass switch .

6．  運転中、特に始動時と停止時には、出来るだけショックがないようにスムースな運転を行うこと。 6. During operation , the shock at starting and stopping should be avoided as far as possible and smooth operation 
   should be kept by operating the handles gradually .

７．  グリース給脂個所及び給脂周期については、別紙｢グリース給脂個所一覧表｣を参照のこと。 7. As for lubricating points and intervals of grease , refer to sheet “CHART OF GREASE LUBRICATING POINTS ”.

※　三菱の推奨するワイヤーを使用した場合の理論寿命時間を示す。 ※ Theoretical life time (In case of using wire rope recommended by MHI )

Instructions to be followed in operation
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油圧甲板機械・油圧デッキクレーン用油推奨銘柄一覧表 

                                                                             平成２１年 ７月９日 

潤      滑      油 リモコン装置作動油 

密閉歯車 

(DIN 51517-3：2004(CLP)適合品 

をご使用ください) 

メーカー 油圧作動油 

鉱物油 合成油 

開放歯車 ワイヤロープ 

軸受用グリース 

(すべり・転がり軸受) (P-M型) 

直動型 

(PM-P型) 

サーボ型 

フラッシング油 

新日本石油 
ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾗﾝﾄﾞ 68 

ﾊｲﾗﾝﾄﾞﾜｲﾄﾞ 68 
ﾎﾞﾝﾉｯｸM 220 ﾎﾞﾝﾉｯｸAX 220 

OGｸﾞﾘｰｽ500 

ｸﾗﾉｯｸｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 2 
同   左 

ﾏﾙﾃｨﾉｯｸｸﾞﾘｰｽ 2 

ｴﾋﾟﾉｯｸｸﾞﾘｰｽAP(N)2 

ｽｰﾊﾟｰﾏﾙﾊﾟｽDX 10 

ﾊﾟﾜｰﾌﾙｰﾄﾞ 10 

ｽｰﾊﾟｰﾏﾙﾊﾟｽDX 22 

ﾊﾟﾜｰﾌﾙｰﾄﾞ 18 

ﾊｲﾗﾝﾄﾞﾜｲﾄﾞ 15 

ﾀｰﾋﾞﾝｵｲﾙ 32 

出光興産 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾄﾞﾛ 68A 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾄﾞﾛ 68X 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰｷﾞﾔｵｲﾙ 220

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ﾊﾞｰｼﾀﾙﾌｫｰｽ 220 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｱﾙﾌｧｷﾞﾔ 

220 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｵｰﾌﾟﾝｷﾞｱ 

ｵｲﾙ NO.2
同   左 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｴﾎﾟﾈｯｸｽ 

        SR NO.2 
ﾀﾞﾌﾆｰ ﾊｲﾄﾞﾛ GT 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｽｰﾊﾟｰ 

    ﾊｲﾄﾞﾛ 15X 
ﾀﾞｲｱﾅﾌﾚｼｱ S-32 

キグナス石油 
ﾕﾆｯﾄｵｲﾙWR 68 

ﾕﾆｯﾄｵｲﾙE 68 

ｽﾈｯﾌﾟｵｲﾙ 220 

ｷﾞｱｰｵｲﾙML 220 
- NPCｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 2 同   左 MPｸﾞﾘｰｽ 2号 ﾕﾆｯﾄｵｲﾙP 7 ﾕﾆｯﾄｵｲﾙP 22 (※1) 

ジャパンエナジー 

ﾊｲﾄﾞﾗｯｸｽ 68 

ﾊｲﾄﾞﾗｯｸｽES 68 

ﾊｲﾄﾞﾗｯｸｽSES 68 

ﾚﾀﾞｸﾀｽ 220 ﾚﾀﾞｸﾀｽSTO 220 ｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ NO.2 同   左 
ﾘｿﾞﾆｯｸｽｸﾞﾘｰｽ 2 

ﾘｿﾞﾆｯｸｽｸﾞﾘｰｽEP 2 
ﾊｲﾄﾞﾛW 7 ﾊｲﾄﾞﾗｯｸｽES 22 RIXﾀｰﾋﾞﾝ 32 

コスモ石油 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛAW 68 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛHV 68 

ｺｽﾓｵﾙﾊﾟｽ 68 

ｺｽﾓｽｰﾊﾟｰｴﾎﾟｯｸ 

ES68 

ｺｽﾓｷﾞｱｰSE 220 

ｺｽﾓｷﾞｱｰM0 220 

ｺｽﾓECOｷﾞﾔｰEPS 220 

- 
ｺｽﾓｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 

             NO.2

ｺｽﾓｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 

             NO.2

ｺｽﾓﾛｰﾌﾟｸﾞﾘｰｽSP 

 NO.2

ｺｽﾓｸﾞﾘｰｽﾀﾞｲﾅﾏｯｸｽ 

              NO.2 

ｺｽﾓｸﾞﾘｰｽﾀﾞｲﾅﾏｯｸｽ  

         EP NO.2 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞｰﾙ 8D ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛHV 22 ｺｽﾓﾌﾗｯｼﾝｸﾞ 32 

昭和シェル石油 
ﾃﾗｽｵｲﾙT 68 

ﾃﾗｽｵｲﾙST 68 
ｵﾏﾗｵｲﾙ 220 ﾁﾍﾞﾗｵｲﾙ SB ﾏﾚｳｽ ﾌﾙｰﾄﾞ RL 同   左 

ｱﾙﾊﾞﾆｱｸﾞﾘｰｽ S2 

ｱﾙﾊﾞﾆｱ EPｸﾞﾘｰｽ 2 
ﾃﾗｽｵｲﾙ C5 

ﾃﾗｽｵｲﾙ 32 

ﾃﾗｽｵｲﾙST 22 

ﾃﾗｽｵｲﾙT 22 

ﾃﾗｽｵｲﾙT 15 

(※1) 

ＢＰ石油 ｴﾅｺﾞﾙSHF-HV 68 ｴﾅｺﾞﾙGR-XP 220 
ｴﾅｰｼﾝHTX220 

ｴﾅｰｼﾝSG-XP220 
ｴﾅｸﾞﾘｰｽMP-MG 2 ｴﾅｸﾞﾘｰｽMP-MG 2 ｴﾅｸﾞﾘｰｽMP-MG 2 ｴﾅｺﾞﾙSHF-LT 15 ｴﾅｺﾞﾙSHF-HV 15 (※1) 

カストロール ﾊｲｽﾋﾟﾝAWH-M 68 ｱﾙﾌｧSP 220 
ｱﾙﾌｧｼﾝEP220 

ﾊﾞｲｵﾄﾗﾝｽ220(※2)
ｽﾌｨﾛｰﾙSX 2 同   左 同   左 

ｴｱﾛ HF18 

ｴｱﾛ HF585B 

ﾌﾞﾗｲｺ ﾏｲｸﾛﾆｯｸ 756 

ﾊｲｽﾋﾟﾝAWH-M 15 (※1) 

エクソンモービル 

ﾓｰﾋﾞﾙ SHC 526 

ﾓｰﾋﾞﾙ DTE16M 

ﾓｰﾋﾞﾙ DTE ｵｲﾙ 

ﾍﾋﾞｰﾒﾃﾞｨｱﾑ 

ﾓｰﾋﾞﾙｷﾞﾔ 600XP220 ﾓｰﾋﾞﾙSHC 630 ﾓｰﾋﾞﾙﾀｯｸ 375NC 
ﾓｰﾋﾞﾙﾀｯｸ 375NC 

ﾓｰﾋﾞﾗｰﾏ 798 
ﾓｰﾋﾞﾙｸﾞﾘｰｽXHP 222 ﾓｰﾋﾞﾙｴｱﾛ HF ﾓｰﾋﾞﾙ DTE11M (※1) 

ＦＡＭＭ ﾗﾝﾄﾞｵｲﾙHDZ 68 ﾒﾛﾊﾟ 220 ﾋﾟﾅｸﾙ ﾏﾘﾝｷﾞｱ220 ﾃｸｽｸﾗｯﾄﾞ 2 同   左 ﾏﾙﾁﾌｧｯｸEP 2 ﾗﾝﾄﾞｵｲﾙHDZ 15 ﾗﾝﾄﾞｵｲﾙHDZ 15 ﾘｰｶﾞﾙR&O 32 

トタル 
ﾋﾞｽｶﾞ 68 

ｱｿﾞｰﾗ ZS 68 
ｴﾎﾟﾅZ 220 ｴﾎﾟﾅSA 220 ｾﾗﾝ AD ﾌﾟﾗｽ 同   左 ｾﾗﾝWR 2 ﾋﾞｽｶﾞ 15 ﾋﾞｽｶﾞ 22 (※1) 

※1 ： オイルメーカーに御相談ください                                                                                                                                             三菱重工業株式会社 下関造船所 

※2 ： 生分解性油脂                                                                                                                                                                      Notes ： DM技術資料 

添付資料５ 



添付資料６

ASTMグレード 色相 備考

L0.0

L0.5

L1.0

L1.5

L2.0

L2.5

L3.0

L3.5

L4.0

L4.5

L5.0

L5.5

L6.0

L6.5

L7.0

L7.5

L8.0

※1:

※2:

※3: 銘柄によっては新油時の色相が上記と異なるものもありますので，不明点があれば，ご
相談下さい．

密閉歯車用潤滑油の色相について

密閉歯車用潤滑油の色相のグレードは以下の通りです．潤滑油劣化の判断の参考として
ください．

潤滑油の色は，各減速機に装備のオイルレベルゲージから観察してください．

色相による判断はあくまで参考ですので，詳しくは分析会社に依頼することを推奨しま
す．

新油時の色相(銘柄によって異なります)

劣化が進んでいる可能性があります．
詳細な分析または交換を推奨します．



油圧甲板機械・油圧デッキクレーン用油推奨銘柄一覧表 

                                          平成３０年４月１６日      

メーカー 
油圧作動油 

潤      滑      油 

軸受用グリース 

(すべり・転がり軸受) 

リモコン装置作動油 

フラッシング油 
密閉歯車 

DIN 51517-3:2004(CLP)適合品をご使用ください 開放歯車 
ワイヤロープ 

(P-M型) 

直動型 

(PM-P型) 

サーボ型 
鉱物油 合成油 鉱物油 合成油 鉱物油 合成油 

JXｴﾈﾙｷﾞｰ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾗﾝﾄﾞ 68 

ﾊｲﾗﾝﾄﾞﾜｲﾄﾞ 68 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾗﾝﾄﾞ SE 68 

- ﾎﾞﾝﾉｯｸM 220 ﾎﾞﾝﾉｯｸAX 220 
OGｸﾞﾘｰｽ500 

ｸﾗﾉｯｸｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 2 
- 同   左 

ﾏﾙﾃｨﾉｯｸｸﾞﾘｰｽ 2 

ｴﾋﾟﾉｯｸｸﾞﾘｰｽAP(N)2 

ﾀﾌﾘｯｸｽｸﾞﾘｰｽMP2 

ｽｰﾊﾟｰﾏﾙﾊﾟｽDX 10 

ﾊﾟﾜｰﾌﾙｰﾄﾞ 10 

ｽｰﾊﾟｰﾏﾙﾊﾟｽDX 22 

ﾊﾟﾜｰﾌﾙｰﾄﾞ 18 

ﾊｲﾗﾝﾄﾞﾜｲﾄﾞ 15 

ﾀｰﾋﾞﾝｵｲﾙ 32 

RIXﾀｰﾋﾞﾝ 32 

出光興産 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾄﾞﾛ 68A 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾄﾞﾛ 68X 

- 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ｽｰﾊﾟｰｷﾞﾔｵｲﾙ 220 

ﾀﾞﾌﾆｰ 

ﾊﾞｰｼﾀﾙﾌｫｰｽ 220 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｱﾙﾌｧｷﾞﾔ220 
ﾀﾞﾌﾆｰ ｵｰﾌﾟﾝｷﾞｱ 

ｵｲﾙ NO.2 
- 同   左 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｴﾎﾟﾈｯｸｽ 

        SR NO.2 
ﾀﾞﾌﾆｰ ﾊｲﾄﾞﾛ GT 

ﾀﾞﾌﾆｰ ｽｰﾊﾟｰ 

    ﾊｲﾄﾞﾛ 15X 

ﾀ ﾞ ｲ ｱ ﾅ ﾌ ﾚ ｼ ｱ 

S-32 

キグナス石油 
ﾕﾆｯﾄｵｲﾙWR 68 

ﾕﾆｯﾄｵｲﾙE 68 
- 

ｽﾈｯﾌﾟｵｲﾙ 220 

ｷﾞｱｰｵｲﾙML 220 
- NPCｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 2 - 同   左 MPｸﾞﾘｰｽ 2号 ﾕﾆｯﾄｵｲﾙP 7 ﾕﾆｯﾄｵｲﾙP 22 (※1) 

コスモ石油 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛAW 68 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛHV 68 

ｺｽﾓｵﾙﾊﾟｽ 68 

ｺｽﾓｽｰﾊﾟｰｴﾎﾟｯｸ 

ES68 

- 

ｺｽﾓｷﾞｱｰSE 220 

ｺｽﾓｷﾞｱｰM0 220 

ｺｽﾓECOｷﾞﾔｰEPS 220 

- 
ｺｽﾓｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ  

             NO.2 
- 

ｺｽﾓｷﾞｱｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 

             NO.2 

ｺｽﾓﾛｰﾌﾟｸﾞﾘｰｽSP 

 NO.2 

ｺｽﾓｸﾞﾘｰｽﾀﾞｲﾅﾏｯｸｽ 

              NO.2 

ｺｽﾓｸﾞﾘｰｽﾀﾞｲﾅﾏｯｸｽ  

EP NO.2 

ｺｽﾓﾊｲﾄﾞｰﾙ 8D ｺｽﾓﾊｲﾄﾞﾛHV 22 ｺｽﾓﾌﾗｯｼﾝｸﾞ 32 

昭和シェル石油 

ｼｪﾙﾃﾗｽS2V 68 

ｼｪﾙﾃﾗｽS2VX 68 

ｼｪﾙﾃﾗｽS2M 68 

ｼｪﾙﾃﾗｽS2MX 68 

ﾃﾗｽｵｲﾙST 68 

- ｼｪﾙｵﾏﾗS2G 220 ｼｪﾙｵﾏﾗS4G 220 (※1) - ﾏﾚｳｽ ﾌﾙｰﾄﾞ RL 
ｱﾙﾊﾞﾆｱｸﾞﾘｰｽ S2 

ｱﾙﾊﾞﾆｱ EPｸﾞﾘｰｽ 2 
ｴｱﾛｼｪﾙ ﾌﾙｰﾄﾞ 41 

ﾃﾗｽｵｲﾙ 32 

ﾃﾗｽｵｲﾙST 22 

ｼｪﾙﾃﾗｽS2V 22 

ｼｪﾙﾃﾗｽS2V 15 

(※1) 

ＢＰ石油 ｴﾅｺﾞﾙSHF-HV 68 - ｴﾅｺﾞﾙGR-XP 220 
ｴﾅｰｼﾝHTX220 

ｴﾅｰｼﾝSG-XP220 
ｴﾅｸﾞﾘｰｽMP-MG 2 - 同   左 同   左 ｴﾅｺﾞﾙSHF-LT 15 ｴﾅｺﾞﾙSHF-HV 15 (※1) 

カストロール ﾊｲｽﾋﾟﾝAWH-M 68 ﾊﾞｲｵﾊﾞｰ68(※2) ｱﾙﾌｧSP 220 
ｱﾙﾌｧｼﾝEP220 

ﾊﾞｲｵﾄﾗﾝｽ220(※2) 
ｽﾌｨﾛｰﾙSX 2 ﾊﾞｲｵﾀｯｸEP2(※2) 同   左 同   左 

ｴｱﾛ HF18 

ｴｱﾛ HF585B 

ﾌﾞﾗｲｺ ﾏｲｸﾛﾆｯｸ 756 

ﾊｲｽﾋﾟﾝAWH-M 15 (※1) 

エクソンモービル 

ﾓｰﾋﾞﾙ SHC 526 

ﾓｰﾋﾞﾙ DTE ｵｲﾙ 

ﾍﾋﾞｰﾒﾃﾞｨｱﾑ 

ﾓｰﾋﾞﾙ DTE 10 

     ｴｸｾﾙ 68 

- ﾓｰﾋﾞﾙｷﾞﾔ 600XP220 ﾓｰﾋﾞﾙSHC 630 ﾓｰﾋﾞﾙﾀｯｸ 375NC - 
ﾓｰﾋﾞﾙﾀｯｸ 375NC 

ﾓｰﾋﾞﾗｰﾏ 798 
ﾓｰﾋﾞﾙｸﾞﾘｰｽXHP 222 ﾓｰﾋﾞﾙｴｱﾛ HF 

ﾓｰﾋﾞﾙ DTE 10 

     ｴｸｾﾙ 15 
(※1) 

シェブロン ﾗﾝﾄﾞｵｲﾙHDZ 68 
ｸﾗﾘﾃｨｼﾝｾﾃｨｯｸ 

ﾊｲﾄﾞﾘｶﾙ AW68 (※2) 
ﾒﾛﾊﾟ 220 

ﾋﾟﾅｸﾙ ﾏﾘﾝｷﾞｱ 220 

ｸﾗﾘﾃｨﾏｼﾝｵｲﾙ 220 

 (※2) 

ﾃｸｽｸﾗｯﾄﾞ 2 - 同   左 ﾏﾙﾁﾌｧｯｸEP 2 ﾗﾝﾄﾞｵｲﾙHDZ 15 同   左 ﾘｰｶﾞﾙR&O 32 

トタル 
ﾋﾞｽｶﾞ 68 

ｱｿﾞｰﾗ ZS 68 
ﾊﾞｲｵﾊｲﾄﾞﾗﾝ TMP 68(※2) 

- 
ｴﾎﾟﾅZ 220 

ｶｰﾀｰﾊﾞｲｵ 220(※2) 
ｴﾎﾟﾅSA 220 ｾﾗﾝ AD ﾌﾟﾗｽ - 同   左 ｾﾗﾝ XM 220 ﾋﾞｽｶﾞ 15 ﾋﾞｽｶﾞ 22 (※1) 

ルークオイル ﾚﾉﾘﾝ B HVI 68 - ﾚﾉﾘﾝ CLP 220 - ﾚﾉﾘｯﾄ CXI 2 - 同   左 ﾚﾉﾘｯﾄ CXI 2 ﾚﾉﾘﾝ B HVI 15 同   左 (※1) 

ガルフオイルマリン 

ｶﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾄﾞﾘｯｸHVI 

ﾌﾟﾗｽ 68 

ｶﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾄﾞﾘｯｸ HVI 

ZF 68 

- 
ｶﾞﾙﾌｼｰ ｷﾞｱｰｵｲﾙ  

220 
- 

ｶﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾊﾟｰﾊﾞｰ 

        ｽｰﾊﾟｰ CS 
- 

ｶﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾊﾟｰﾊﾞｰ 

        ｽｰﾊﾟｰ CS 

ｶﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾊﾟｰﾊﾞｰ 

CS2 

ｶ ﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾄ ﾞﾘｯｸ 

HVI  

ﾌﾟﾗｽ 15 

ｶﾞﾙﾌｼｰ ﾊｲﾄﾞﾘｯｸ 

HVI  

ﾌﾟﾗｽ 15，22，32 

ｶﾞﾙﾌｼｰ HT ｵｲﾙ 

32 

※1 ： 適合品がありません。他社の適合品をご使用頂きますようお願い致します。                                                                                                                            三菱重工機械システム株式会社 

※2 ： 生分解性油脂                                                                                                                                                                       Notes ： DM技術資料 

無断複写厳禁 
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